
「中国・アジア」２０１４．０９．１５－０９．２６＊記事は東京発行・最終版ダイジェスト
　次回は－
　 中国 アジア　ダイジェスト 面の
次回は 月 日 月 に掲載します。

昨秋に始まったエコカー政策「ＬＣＧＣ」に合わせた小型車の発表
も目立つ（ 日付 インドネシア国際モーターショー）

中国企業と初めて開催したビジネス
交流会（左から３人目が今井新日鉄
住金名誉会長、同４人目が渡ＪＸホ
ールディングス名誉顧問 北京市）

ＶＡＩＯ はアジアで人気が高い

エコカー政策対応１号車のＭＰ
Ｖ ＧＯ＋パンチャ」（日産）

ＴＥＬＯＰ

ＣＨＩＮＡ

アジア・アフリカ向け戦
略ブランド「ＦＵＳＯ」

ＴＥＬＯＰ

　

□９月 日（月）　□
　

■建機－中国販売８月も低調
コマツ ％減／日立建機 ％減

　

　日系建機メーカーの中国販売が低調
だ。８月の油圧ショベル（６ 以上）の
販売は、コマツが前年同月比 ％減、日
立建機が同 ％減といずれも６カ月連続
でマイナスとなった。 （７面）
　

□９月 日（水）　□
　

■中国で計測器の校正・修理
岩通計測、体制整備

　

　岩通計測は、中国で計測器の校正、修
理サービスを始める。中国で販売が伸び
ている２製品で、測定結果にズレが生じ
ていないかを確認する校正と修理を現地
で受け付ける。 （１面）
　

■サンルーフ増産、２工場拡張
ベバストジャパン／ 万台

　

　ベバストジャパンは、中国で自動車向
けのサンルーフを増産する。広州市の工
場を拡張するほか、 陽市の工場も拡張
する計画。両工場合計の生産計画は約
万台。約 億円投資。 （５面）
　

■古河電工、上海日光銅業株譲渡
エアコン用銅管

　

　古河電気工業は、中国でエアコン用銅
管を製造販売するグループ会社「上海日
光銅業」の株式の一部を同業の金龍精密
銅管集団股 有限公司に譲渡することで
合意した。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■中国工場建設、２カ所に修正
韓国・現代自動車

　

　韓国・現代自動車が、中国での工場建
設計画を１カ所から２カ所に修正した。
現代は中国に３カ所の工場を展開。重慶
工場に先駆け滄州市で新工場をオープン
させる計画。 （時事 ６面）
　

■ボルボ、ＳＵＶを中国生産
ロシア輸出も視野

　

　ボルボは、３列７シートのＳＵＶ「Ｘ
Ｃクラシック」を公開した。黒竜江省大
慶市の現地工場で生産する計画で、ロシ
アなどへの輸出も視野に。中国のポータ
ルサイト捜狐網が伝えた。 （６面）
　

■環境型の金属表面処理剤拡充
貴和化学薬品

　

　貴和化学薬品は、中国生産子会社で環

境対応型の金属表面処理剤の生産品目を
拡充した。冷間鍛造用の潤滑剤 ルブテ
クト と塗装下地処理剤「アルフェイス
ＮＣ」の生産を開始。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■製薬－中国市場に布石
生産棟を新設／ＭＲ増員

　

　日系製薬が、中国での生産や営業を強
化。第一三共は上海工場に医薬品の生産
棟を新設、咳止め薬を増産。エーザイは
注射剤の新工場を建設中。武田薬品工業
とアステラス製薬はＭＲ増員。（１面）
　

□９月 日（火）　□
　

■中国企業と初の交流会
日中経済協会／環境とＭ＆Ａ

　

　日中経済協会の代表団は、中国企業と
のビジネス交流会を開催した。初めての

試みで、環境とＭ＆Ａをテーマに２カ所
に分かれ、意見交換した。フリーディス
カッションを通じて相互理解。（３面）
　

■ＶＷ、中国に高級セダン
専用設計／アウディと競合も

　

　独ＶＷが、中国での利益率拡大を目指
し、中国専用設計のＶＷブランドの高級
セダンを 年末ごろに投入する。上級
モデル「Ａ６」がベース。アウディと直
接競合する可能性も。 （時事 ３面）
　

■世界粗鋼生産、 ％増
８月／中国 カ月連続増

　

　８月の世界粗鋼生産量は、前年同月比
％増の１億 万 で カ月連

続のプラスだった。中国や韓国、インド
などが増加。中国が同 ％増の 万
で カ月連続のプラス。 （８面）

　

□９月 日（水）　□
　

■中国の改革路線を支持
日中経済協会／国家発展改革委と会談

　

　日中経済協会の代表団は、中国・国家
発展改革委員会や商務部幹部と北京市内
で会談した。中国が進める改革路線を支
持する意向を示し、戦略的互恵関係の再
構築を求めた。 （２面）
　

□９月 日（木）　□
　

■日中改善－道険しく
日中経済協会／汪洋副首相と会談

　

　日中経済協会の代表団は、汪洋副首相
と会談し、緊張が続く両国の経済関係の
改善を申し入れた。政治的対立が経済分
野に影響を及ぼしていることを懸念、戦
略的互恵関係の模索で合意。 （２面）
　

■日中「相互依存型経済」へ
民間主導型経済を促す

　

　日中経協の代表団は、最高指導者との
会談は今年も成就しなかった。だが、日
中は真の「相互依存型経済」を構築する
時期を迎えた。日本と同様な民間主導型
経済を促すことが一歩となる。（２面）
　

□９月 日（金）　□
　

■華為、 億 投資
３年間／固定広帯域の研究開発

　

　中国の通信機器大手、華為技術は、固
定広帯域の研究開発に今後３年間に 億
超投資する。同社は近年、携帯機器市

場に事業の重点をシフト。高解像度ビデ
オ技術の高まりを考慮。（時事 ３面）
　

■ＢＭＷ、初のＥＶ発売
充電１回 走行

　

　独ＢＭＷは、初の電気自動車（ＥＶ）
「ｉ３」とプラグインハイブリッド（Ｐ
ＨＶ）のスポーツカー「ｉ８」を中国で

発売した。ｉ３は１回の充電で約
走行。 （６面）

　

■川重、造船２ドック体制
年度半ばまで仕事確保

　

　川崎重工業は、中国の合弁造船所であ
る大連中遠川崎船舶工程の第２ドックを
稼働する検討を再開した。リーマン後に
計画を凍結、 年度半ばまでの仕事量
を確保するなど受注が堅調。 （ 面）
　

■人材派遣で中国合弁
ワールドＨＤ／日系向け

　

　ワールドＨＤは、国内人材派遣会社で
初めて、製造請け負いを目的にした合弁
会社を江蘇省蘇州市に設立する。日系企
業約 社を対象に、モノづくり人材を
安定して派遣。 （ 面）

　

■中国建設銀行・ＬＭＥが協力
新商品の開発・販売（時事 日３面）

　

■中国 都市でＬＴＥ
ＫＤＤＩ（ 日 面）

　

■バニラエア２路線就航
成田－香港・高雄（ 日 面）

　

■中国ハルビンでヤクルト販売
日量 本（ 日 面）

　

■Ｘ 　Ｏ 、中国発売を延期
マイクロソフト（時事 日７面）

　

■みずほ銀、広東省２市と業務協力
日系企業の投資促進（ 日 面）

　

■大型商業施設などに 億円投資
クールジャパン機構（ 日 面）

ＡＳＩＡ

　

■タイ・マレーシアに青果物輸出
千葉県（ 日 面）

　

■「 スマホ」インド投入
グーグル（時事 日３面）

　

■自工会、インド自工会と協力
安全・環境で情報交換（ 日５面）

　

■インドネシア合弁を子会社化
カネミツ（時事 日５面）

　

■ダイキン、大型空調機を拡大
ベトナム／ 億円目指す（ 日 面）

　

■エイコー、東南ア進出中小支援
ベトナム企業と交流会（ 日 面）

　

■タイ・バンコクに高層マンション
三井不動産（ 日 面）

　

■ラオス政府にＥＶ２台寄贈
三菱自動車（ 日６面）

　

■西武、台湾に営業拠点
訪日外国人の集客（ 日 面）

　

■ハノイに駐在拠点
ハーテック・ミワ（ 日８面）

　

■樹脂射出成形品、タイ生産開始
東レプラ精工（ 日 面）

　

■インドネシアで宿泊・居住施設
豊田通商、日系長期滞在者（ 日 面）

　

■ＬＩＮＥカメラアプリ１億件突破
「ビューティー機能」好評（ 日３面）

　

■フィリピンに全額出資子会社
トランスコスモス（ 日７面）

　

■ベトナムでクレジットカード
ジャックス（ 日 面）

　

■マレーシアの新工場開業式
トクヤマ（ 日 面）

　

■日産、アジア・大洋州新車 ％減
８月２万 台（時事 日７面）

　

■ＬＴＥ、台湾・英国など追加
ＮＴＴドコモ（ 日 面）

　

□９月 日（月）　□
　

■ＶＡＩＯ、アジア再参入
ブランド力発揮／ 年度

　

　ソニーのパソコン事業を引き継いだＶ
ＡＩＯは、 年３月期にもアジアに再
参入。ブランド力を発揮できるアジアで
の販売を再開する。海外販売はソニーの

年春モデルを最後に撤退。（１面）

　

■日本語を話せるエンジニア養成
タイで講座／テクノスマイル

　

　テクノスマイルは、タイで日本語を話
せるエンジニアの養成支援を始める。現
地の理工系大学２校と提携し、修了後の
日本での就業を前提に日本語習得講座を
開設する。 （１面）
　

■台湾放送局にミキサー
タムラ製作所／コンパクト化

　

　タムラ製作所は、台湾放送局・台湾民
間全民電子公司にデジタル音声卓（ミキ
サー） を納入した。中継車や中
規模スタジオ向けで、大型品と同等の機
能性を維持しコンパクトに。 （ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■大手行、ミャンマーで支援充実
日系向け／決済サービスなど

　

　三菱東京ＵＦＪ銀行、りそな銀行など
大手銀各行は、日系企業の進出が見込ま
れるミャンマーで、地場銀行と提携を通
じた決済サービスや現地生産、販売に向
けた支援体制を充実させる。 （１面）
　

■生命保険－アジアで急成長
損保２社先行／生保が追う

　

　アジアで生命保険が急拡大。生命保険
料は 億 を超える。東京海上日動火
災保険と三井住友海上火災保険の損保２
社が足場固め。「主役」を務めてきた２

社を生保が追う。 （深層断面 面）
　

■タイ ミャンマー道路を調査
ＪＩＣＡ／注目度高く

　

　国際協力機構は、タイ西部の国境から
ミャンマー南部の沿岸都市、ダウェーを
つなぐ道路の事業化調査に乗り出す。マ
ラッカ海峡を回らずインド洋に。日系企
業の注目度が高い。 （３面）
　

■三菱自、インドネシア新工場
年産 万台／ＭＰＶなど

　

　三菱自動車は、インドネシアに新工場
を建設する。年産能力 万台。現地で売
れ筋の小型多目的車（ＭＰＶ）を主に生
産。 年上期稼働。新車開発費を含め
た総投資額は約 億円。 （５面）
　

■マレーシアで省エネ自動車
ダイハツ、 ／

　

　ダイハツ工業は、マレーシアで、現地
合弁会社プロドゥアの排気量 級新
型小型乗用車「アジア」を発売。同国の
省エネルギー自動車（ＥＥＶ）政策に対
応。１ 当たり 。 （５面）
　

■韓国造船所「開発能力が限界」
造船工業会会長

　

　日本造船工業会の佃和夫会長は、会見
で、韓国大手造船所の業績悪化について
「海洋構造物の建造で苦しんでいるよう
だ。設計、開発能力が限界にきているの
ではないか」。 （６面）
　

■ＪＦＥ、ベトナム高炉断念
アジア供給過剰続く

　

　ＪＦＥスチールは、台湾鉄鋼大手・義
聯集団と計画していたベトナムでの高炉
一貫製鉄所の建設プロジェクトを断念。
アジアを中心とする鋼材の供給過剰や、
同国内需の伸び悩み。 （ 面）
　

■電気化学、ベトナム新工場
電子部品搬送用部材

　

　電気化学工業は、ベトナムのフンイエ
ン省に電子部品搬送用部材「デンカサー
モフィルム」の製造工場を新設する。半
導体や電子部品の搬送キャリアテープの
カバーテープ向け。 （ 面）
　

■インド医科大と医療機器開発
阪大／日印共同宣言

　

　大阪大学は、阪大臨床医工学融合研究
教育センターとインドの全インド医科大
学と医療機器共同開発に関する覚書を締
結する。安倍首相とインドのモディ首相
の共同宣言を受けた措置。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■新型デミオ、タイで生産
メキシコ工場でも生産を計画

　

　マツダは、タイで新型「マツダ２（日

本名デミオ）」の生産を始めた。豪州向
けから生産、ＡＳＥＡＮ向けを量産に移
す。新型デミオを防府工場、タイに加え
メキシコ工場でも作る計画。 （６面）
　

■三井造船、韓国・インドで受注
高炉用軸流圧縮機４基など

　

　三井造船は、韓国とインドで製鉄会社
向けに高炉用軸流圧縮機４基と炉頂圧回
収タービン発電設備１基を連続受注し
た。製鉄所のエネルギー効率を改善。受
注金額は合計で約 億円。 （７面）
　

■インドネシアに訓練センター
住友建機／知識習得・技能向上

　

　住友建機は、インドネシア工場の近隣
にＡＳＥＡＮ域内代理店のサービススタ
ッフの知識習得や技能向上を目指した
「アセアントレーニングセンター」を開
設した。 （８面）
　

■中部空港、東南ア直行便増加
ジャカルタ週５便／バンコク拡充

　

　中部国際空港と東南アジア間のアクセ
スが格段に向上する。ガルーダ・インド
ネシア航空がジャカルタ直行便を週５便
開設。タイ国際航空もバンコク路線を拡
充する。路線誘致の成果。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■ＳＵＶ・小型車で攻勢－日本勢
インドネシア国際モーターショー

　

　「インドネシア国際モーターショー」
が開幕。トヨタ自動車、日産自動車など
がＳＵＶを出展。昨秋に始まったエコカ
ー政策「ＬＣＧＣ」に合わせた小型車の
発表も目立つ。 （５面）
　

■マツムラ電子、ベトナム倍増
プリント基板ライン増設

　

　マツムラ電子工業は、 年をめど
に、ベトナム生産子会社の生産能力を２
倍以上に引き上げる。プリント基板設計
・製造ＥＭＳ企業。ライン増設で基板の
実装能力を高める。 （ 面）
　

■インドネシア向けトラック投入
三菱ふそう／トップ堅持

　

　三菱ふそうトラック・バスは、アジア
・アフリカ向け戦略ブランド「ＦＵＳ
Ｏ」のインドネシア向け中・大型トラッ
クを発売した。商品群を拡充、トップシ
ェアの座を堅持。 （５面）
　

■韓国グンゼを設立
タッチパネル／変化に対応

　

　グンゼは、電子部品事業拡大のため韓
国ソウル市に ％子会社「韓国グン
ゼ」を設立した。現地営業拠点を置くこ
とで変化の激しいタッチパネル市場に対
応するのが狙い。 （ 面）
　

■アジアの化学物質規制サイト
日本語版／日本ケミカルＤＢ

　

　日本ケミカルデータベースは、アジア
の化学関連情報ポータルサイト
（ケムリンクド）」の日本語版を開

設する。アジアの化学物質規制に関する
最新動向を提供。 （ 面）
　

■サーモセッタ、タイで増産
樹脂部品／月産 ％増 万個

　

　サーモセッタは、タイで熱硬化性樹脂
部品の生産能力を増強する。射出成形機
３台を増設し、生産能力を ％増の月間
万個にする。日系の自動車部品や電

機メーカーからの受注が好調。（ 面）
　

□９月 日（月）　□
　

■日産、エコカー対応３車種に
インドネシア／「ダットサン」追加

　

　日産自動車は、インドネシアでエコカ
ー政策に対応したラインアップを現在の
２車種から 年にも３車種に増やす。
新興国専用ブランド「ダットサン」とし
て１車種追加する。 （７面）
　

■傘下工場が生産を継続
三菱自がインドネシア新工場

　

　三菱ふそうトラック・バスなどは、三
菱自動車がインドネシア新工場を建設す
ることに関連し ＫＴＢ傘下工場が）
生産を継続することは決まっている。計
画は販売状況に応じて検討」。（７面）
　

■台湾フォークリフト買収
豊田織機／ 億円

　

　豊田自動織機は、台湾のフォークリフ
ト・工作機械メーカー・タイリフトから
フォークリフト事業を買収する。取得額
は約 億円。タイリフトは低価格モデ
ルが主力、中国でシェア３位。（８面）
　

□９月 日（火）　□
　

■ＬＩＮＥ上場、来年以降
年内上場、推進せず

　

　ＬＩＮＥは、「国内外の証券市場への
上場時期に関し、年内上場に向けた推進
は行わない」とのコメント。 年以降
に。７月に東京証券取引所に上場申請し
ており 時価総額は１兆円規模 （３面）
　

■ 時間サービス拠点を２倍
三菱ふそう／訪問型整備 台

　

　三菱ふそうトラック・バスは、インド
ネシアで展開する訪問型整備サービスの
トラックを、 年に 台から 台に
増やすほか、 時間体制のサービス拠点
を２倍の８カ所にする。 （５面）
　

■インドネシア年 万台体制
三菱ふそう／委託生産

　

　三菱ふそうトラック・バスと三菱自動
車のインドネシアにおける車両生産委託
先のＫＲＭは、生産能力を現在の年産
万台から将来的に 万台とする。ライン
を新設する。 （５面）
　

■アズビル、入札資格の最高位
シンガポール／金額制限なし

　

　アズビルは、シンガポールで建設工事
の入札資格者に付与される６段階のライ
センスで最高位を取得した。現在の入札
可能金額の制限がなくなるため、大型案
件への入札機会を増やせる。 （６面）
　

□９月 日（水）　□
　

■電炉－海外展開が活発化
大阪製鉄、インドネシア生産

　

　国内電炉の海外展開が活発化。大阪製
鉄はインドネシアでの鋼材の現地生産を
決めた。中長期で内需の縮小は免れな
い。海外に向かないとされてきたが、変
わりつつある。 （深層断面 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■電子錠システム、タイ企業採用
サウスコ・ジャパン

　

　サウスコ・ジャパンは、サウスコグル
ープのロックの施錠と解錠を電気的に操
作する電子錠がタイのデータセンター向
けセキュリティーシステム企業のアクセ
スプロに採用された。 （８面）
　

■タイにＬＥＤ照明の組立工場
コイズミ照明

　

　コイズミ照明は、タイでＬＥＤ照明の
組立工場を新設する検討に入った。投資
額は数億円規模。照明事業の海外生産拠
点は中国に続き２拠点目。東南アジア市
場メーンの地産地消拠点。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■自動車部品工場 軒増目指す
インドネシア産業省

　

　インドネシア産業省は、昨年から開始
した低価格エコカープログラムに伴い、
国内の自動車部品工場が１年で 軒増
加を目指している。部品の現地調達を
％以上に義務付け。 （時事 ６面）
　

■東京ガス、韓国ガス公社と連携
ＬＮＧ共同調達／価格引き下げ

　

　東京ガスは、韓国ガス公社とＬＮＧの
共同調達や相互融通などで協力する協定
を結んだ。世界最大のＬＮＧ調達量を誇
る韓国ガス公社と連携し、世界的にも高
いアジア向け価格を引き下げ。（ 面）

　　 ２０１４年 平成２６年 ９月２９日 月曜日 　　 （ ）


